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研究成果の概要（和文）：　近代インドに消費財として台頭した特定の軽工業製品、特に、硝子装身具、香水・
香油、ビーディー（タバコ）、マッチを取り上げて、市場形成や消費の局面で生じた政治・文化的な表象、生産
や労働の特質、事業家によって付随的に展開された慈善・宗教の活動を、明らかにする探求を行った。
　社会経済的中下層の台頭・上昇が自己表象や社会的顕示を帯同した商品の消費を誘発したこと、こうした商品
の多くは正統・伝統的な物品や高価な外来輸入品を「模造」するかたちで製造・商品化されたこと、宗教・慈
善・教育の施設が設けられて労働集約型の中小製造所群の労働者を社会的に包摂する試みがあったことを明らか
にして、国内外に研究成果を問うた。

研究成果の概要（英文）：　Modern India saw the rise of particular products/goods as the major 
consumer goods. This research put focus on glass ornaments, perfumes, beedi(tobacco) and matches, to
 explore the political/cultural representations accompanied in the consumption of these goods. In 
addition, it analyzed the structure of production/labour as well as the social context of 
religious/philanthropic endeavors shouldered by the producers/merchants.  
　The research illuminated important dynamics related with these issues and presented them to 
scholars in and outside Japan. Gradual empowerment of lower and lower-middle classes induced the 
appearance of those goods which should embody their new self-representation and social assertion. In
 such consumption, the goods needed to be the imitation of authentic/traditional goods or 
high-priced imported goods. Religious/philanthropic projects were occasionally launched to 
accommodate workers in dispersed small units under labour intensive production system.

研究分野：南アジア近現代史　環インド洋地域史　ムスリム社会論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(１)当該研究者は、近現代インド史（南アジ
ア史）および環インド洋地域史を専門として
おり、本研究課題の前段階として、基盤研究
（Ｃ）：平成 18-21 年度「近現代南アジアを
焦点とした商業・商人文書の研究：広域ネッ
トワークとその地域接合」、そして、基盤研
究（Ｃ）：平成 22-24 年度「近代南アジアに
おける消費と社会編成:軽工業製品の政治的
物象化を焦点として」などを、研究代表者と
して遂行･実施していた。これらのなかで、
とくに、近現代のインドおよび環インド洋諸
地域(さらに日本など東アジアを含む)におけ
るインド人商人の広域的な移動と還流、そし
て、それらのなかで流通・市場形成を促され
た物品やその社会・政治的文脈の解明を試み
ていた。 
(２)自身の研究を通じて、近代インドに消費
財として急速な流通と市場形成を見たいく
つかの物品・商品を、より明確そして具体的
に分析対象として設定することの可能性や
必然性を看取・理解したことが、当該の基盤
研究（Ｃ）平成 25-28年度「近現代南アジア
における軽工業製品雑貨：広域流通、政治・
文化表象、慈善」の背景にあった。 
 
２．研究の目的 
(１)当該の基盤研究（Ｃ）平成 25-28 年度 
「近現代南アジアにおける軽工業製品雑
貨：広域流通、政治・文化表象、慈善」の目
的は、近代インドで急速に消費財もしくは一
般商品として台頭した硝子装身具、香水・香
油、ビーディー（タバコ）、マッチ（燐寸）
を研究対象として、消費、製造、労働、事業
家の社会性などを総合的もしくは相互連関
的に検証することにあった。 
(２)特にこの際、これらの特定商品の消費や
市場形成の基盤もしくは母体となった社
会・経済的中下層の人々の歴史的動態に注意
を払う必要が生じていた。というのは、こう
した人々の経済的上昇や社会的顕示性の高
まりが、これらの商品の消費と結びついてい
た可能性が想定されたからである。 
 
３．研究の方法 
(１)当該研究者は、研究の未開拓な状況を打
開するために新たな資料群の探求とその検
証を行ってきた。これは、自身が受託した基
盤研究（Ｃ）：平成 18-21 年度「近現代南ア
ジアを焦点とした商業・商人文書の研究：広
域ネットワークとその地域接合」からの継続
的な試みともなっている。本研究課題におい
ても、インド等での実地調査と資料収集（企
業家や商人などの面談調査を含む）を継続し
て行った。 
(２)本研究課題で扱う特定の商品もしくは消
費財について、一次資料に即して具体的に検
証することが前提となるので、それらの製品
を製造した事業者や会社、そして、それらが
残した資料の探索やアクセスを、常に試みた。

さらに、社会・経済的中下層の人々の経済・
社会的上昇と商品との連関を示す広告や販
促関係の媒体なども積極的に収集資料の対
象に含めた。 
 
４．研究成果 
(１)本研究課題の実施･遂行により、社会経済
的中下層の台頭・上昇が自己表象や社会的顕
示を帯同した商品の消費を誘発したこと、こ
うした商品の多くは正統・伝統的な物品や高
価な外来輸入品を「模造」するかたちで製
造・商品化されたこと、こうした「模造性」
はインド人の既存エリートとの間の社会的
距離や隔絶性を具現化するものとなってい
たこと、宗教・慈善・教育の施設が設けられ
て労働集約型の中小製造所群の労働者を社
会的に包摂する試みがあったことなどを、一
次資料に基づく具体的な商品の解析を伴う
形で、相当程度、明らかにすることができた。 
例えば、英領インドに戦前の日本から大量
に輸入されていたガラス製品、なかでも腕輪
やビーズ、小瓶は、それ以前に社会的上層や
富裕層の間で一般的であった伝統的な装身
品（金やサンダルオイルなど）との模造･差
別化の関係性の中で、それらを消費する新興
中下層の社会･経済・文化的な自立化を体現
していたことを実証的に明らかにした。また、
ビーディーに関しては、それが、インド人エ
リートや富裕層のなかで急速に普及してい
た輸入シガレットを代替する安価で軽便な
喫煙タバコとして 20 世紀初頭にインド国内
原料を用いて創作され、中下層の間に、既存
エリートを揶揄する文化･社会的文脈を伴っ
て消費されたことを明らかにした。 
(２)本研究は、国内外で遂行されてきたイン
ド近代史に関する研究との間に、連続性や相
関性を有している。たとえば、柳澤悠『現代
インド経済 : 発展の淵源・軌跡・展望』（名
古屋大学出版会 2014年）により今後の研究
への指針付けを与えられた社会経済的中下
層の動態をめぐる議論や、杉原薫 「植民地
期における国内市場の成立」 （『現代インド, 
1 多様性社会の挑戦』 東京大学出版会 2015
年） により検証の枠組みや問題提起がなさ
れた国内市場型商品の研究、Haynes, 
Douglas et.al. ed. Towards a History of 
Consumption in South Asia  (Oxford 
University Press 2010)などにより先鞭がつ
けられた消費史研究である。 
(３)研究成果は、日本における関連の代表的
学会である社会経済史学会や日本南アジア
学会、さらに、国際的な学会である世界経済
史会議（WEHC）や国際ベンガル学会などで
発表したほか、関連研究プロジェクトである
INDAS（「現代インド地域研究」⇒「南アジ
ア地域研究」）などでも、発表の機会をもっ
た。 
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